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【
任
命
願
】

立
教
百
八
十
四
年
四
月
十
八
日

教
祖
誕
生
祭
の
日
に
、
柴
田
正
慶

が
五
代
会
長
の
理
の
お
許
し
を
戴

き
ま
し
た
。

【
柴
田
正
慶

略
歴
】

昭
和
51
年
生
ま
れ
。
平
成
6
年
1

月
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
。
平
成
6

年
天
理
教
校
親
里
高
等
学
校
卒
業
。

平
成
9
年
天
理
医
学
技
術
学
校
卒

業
。
臨
床
検
査
技
師
免
許
取
得
。

平
成
13
年
メ
デ
ィ
カ
ル
社
会
福
祉

専
門
学
校
夜
間
専
攻
科
卒
業
。
臨

床
工
学
技
士
免
許
取
得
。
平
成
23

年
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
退
職

（
14
年
間
勤
務
）
。
平
成
24
年
釧

路
孝
仁
会
記
念
病
院
退
職
（
1
年

間
勤
務
）
。
平
成
24
年
よ
り
北
海

道
循
環
器
病
院
勤
務
。
診
療
技
術

部
長

兼

臨
床
検
査
科
技
師
長

兼

臨
床
工
学
科
技
士
長

兼

ホ
ル
タ

ー
解
析
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
。

令
和
2
年
9
月
北
海
道
循
環
器
病

院
退
職
（
8
年
6
ケ
月
勤
務
）
。

令
和
2
年
11
月
5
日
教
人
登
録
。

令
和
2
年
11
月
17
日
教
会
長
資
格

登
録
。

【
会
長
就
任
の
決
意
】

こ
の
度
、
教
会
長
の
理
を
お
許
し

戴
き
、
感
激
と
共
に
こ
れ
か
ら
の

責
任
の
重
さ
を
実
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
自
分
の
得

意
と
す
る
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、

に
お
い
が
け
お
た
す
け
を
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
届
か
ぬ
者
で
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
な
が
ら
一
歩
一
歩
成
人
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

写
真
：
右
か
ら
柴
田
靜
代
（
4
代

会
長
）
、
柴
田
道
子
（
5
代
会
長

夫
人
）
、
柴
田
正
慶
（
5
代
会

長
）
、
熊
谷
篤
氏
（
天
理
教
高
清

水
分
教
会
（
上
級
教
会
）
会
長
）
、

鈴
木
陽
一
氏
（
天
理
教
名
敬
正
分

教
会
会
長
：
当
教
会
世
話
人
）

【
臨
時
祭
典
願
】

〇
就
任
奉
告
祭

7
月
3
日
（
土
曜
日
）

【
前
会
長
か
ら
の
お
言
葉
】

北
旭
道
分
教
会
4
代
会
長
と
し
て
13

年
間
つ
と
め
さ
せ
て
参
り
ま
し
た
が
、

此
度
、
会
長
職
を
後
継
者
に
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温

か
い
お
力
添
え
と
真
実
を
賜
り
つ
と

め
終
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
を
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
婦
人
会
】

天
理
教
北
旭
道
分
教
会

婦
人
会

委
員
部
長
に
柴
田
道
子
が
着
任
。

【
5
月
行
事
予
定
】

8
日
：
少
年
会
鼓
笛Web

練
習

9
日
：
上
川
支
部
例
会

12
日
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息

の
お
願
い
つ
と
め
（
正
午
）

14
日
：
月
次
祭

22
日
：
少
年
会
鼓
笛W

eb

練
習

30
日
：
旭
山
動
物
園
ひ
の
き
し
ん

【
赤
い
羽
根

共
同
募
金

×
天
理
ニ
コ
ニ
コ
ド
リ
ー
ム
バ
ン
ド
】

毎
年
、
少
年
会
活
動
と
し
て
旭
川

の
買
物
公
園
に
て
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
募
金

活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

発行責任者：柴田正慶

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
募
金
活
動

を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
天
理
ニ
コ
ニ
コ
ド
リ
ー
ム
バ
ン

ド
で
は
、
自
分
た
ち
の
演
奏
を
通
し

て
、
募
金
活
動
の
一
助
に
な
る
よ
う

に
ビ
デ
オ
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ
の

活
動
が
、
募
金
に
よ
り
「
自
分
の
町

を
良
く
す
る
」
こ
と
が
で
き
、
間
接

的
で
は
あ
り
ま
す
が
「
人
扶
け
」
の

活
動
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
少
し
の
間
お
時
間
を
頂
戴
し
て

演
奏
を
ご
視
聴
頂
き
、
募
金
を
行
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

天理ニコニコドリームバンド
「大好きなおぢばへ」

赤い羽根共同募金
オンライン 利用ガイド

注）ホームページ用の会報
では動画のQRコードを削除
させて頂いています。
ご了承下さい。



【
十
全
の
守
護
を
学
ぶ
】

第
1
回

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
様

(

国
常
立
命

様)

人
間
身
の
内
の
目
う
る
お
い
、
世
界

で
は
水
の
守
護
の
理
。

こ
の
世
の
初
め
に
空
間
場
を
造
ら
れ

た
男
神
様
。

方
角
：
北
（
子
）

天
で
の
お
姿
：
月

人
間
創
造
時
の
泥
海
の
中
で
の
お
姿

：
1
頭
1
尾
の
大
龍

ほ
こ
り
：
「
ほ
し
い
」

ほ
し
い
と
は
、
努
力
を
怠
り
十
分
な

働
き
も
し
な
い
で
金
銭
を
欲
し
が
り
、

分
不
相
応
に
良
い
物
を
着
た
が
り
、

食
べ
た
が
り
、
ま
た
何
に
よ
ら
ず
、

あ
る
が
う
え
に
も
欲
し
い
と
い
う
心
。

妊
娠
１
ヶ
月
目
の
理
（
眼
）
。

人
間
の
身
体
の
目
の
働
き
を
は
じ

め
、
血
液
、
髄
液
、
リ
ン
パ
液
、
消

化
液
、
涙
、
汗
、
尿
、
ホ
ル
モ
ン
、

神
経
系
統
の
ご
守
護
を
し
て
下
さ
り
、

世
界
で
は
水
の
潤
い
を
与
え
て
万
物

を
お
育
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

人
間
は
目
で
見
分
け
を
す
る
の
で
、

何
事
も
で
き
る
し
楽
し
み
も
味
わ
え

ま
す
。
物
の
黒
白
、
曲
直
、
遠
近
、

長
短
が
わ
か
り
、
善
悪
の
区
別
が
出

来
る
の
も
目
の
お
陰
で
す
。
陽
気
ぐ

ら
し
に
か
か
せ
な
い
の
が
目
の
働
き

で
す
。
水
は
人
間
の
身
体
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
飲
み
水
は

も
ち
ろ
ん
、
水
が
あ
る
か
ら
煮
炊
き

も
洗
濯
も
掃
除
も
で
き
ま
す
。
海
山

田
畑
に
作
物
が
育
つ
の
も
、
蒸
気
や

電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
さ

れ
る
の
も
、
全
て
水
の
働
き
の
お
陰

で
す
。

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
様
の
御

心
に
適
う
の
が
水
の
よ
う
な
心
。
す

な
わ
ち
、
い
つ
も
低
い
と
こ
ろ
に
流

れ
て
い
く
水
の
よ
う
に
、
誰
に
で
も

頭
を
低
く
し
て
通
る
謙
虚
で
慎
み
深

い
心
。
ど
の
よ
う
な
形
に
で
も
順
応

す
る
水
の
よ
う
に
、
神
様
の
思
し
召

し
に
逆
ら
わ
ず
、
周
り
の
人
の
心
に

合
わ
せ
て
通
る
素
直
な
心
。
水
の
潤

い
で
人
を
潤
わ
せ
る
心
。
心
荒
ぶ
ら

せ
る
こ
と
な
く
水
鏡
の
ご
と
く
澄
み

切
っ
て
、
た
ん
の
う
す
る
心
。
自
ら

は
汚
れ
役
を
担
い
、
他
を
美
し
く
す

る
無
比
の
心
。
人
の
役
に
立
つ
の
を

喜
ぶ
心
。
月
様
の
夜
の
お
働
き
の
ご

と
く
に
、
陰
で
つ
く
す
真
実
の
働
き

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
の
因
縁

の
見
定
め
を
先
に
す
る
心
。
理
の
世

界
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て
、

理
一
筋
に
通
る
こ
と
が
、
く
に
と
こ

た
ち
の
み
こ
と
様
の
御
心
に
か
な
う

の
で
あ
り
ま
す
。

反
対
に
他
の
欠
点
ば
か
り
を
見
て

不
足
す
る
心
、
他
人
の
幸
せ
を
う
ら

や
む
心
、
神
の
理
を
立
て
ず
に
自
分

の
思
い
ば
か
り
を
立
て
た
が
る
の
は
、

こ
の
神
様
の
御
心
に
か
な
い
ま
せ
ん
。

何
事
も
天
の
鏡
に
映
る
こ
と
を
忘
れ

て
人
目
を
く
ら
ま
し
、
金
銭
を
ご
ま

か
し
、
信
義
・
愛
情
を
裏
切
る
こ
と

が
重
な
れ
ば
、
こ
の
神
様
に
残
念
な

思
い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
さ
ま
の
御
心
に
か
な
わ
ぬ
心
遣

い
が
現
れ
て
、
眼
病
、
低
血
圧
症
、

貧
血
症
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
症
、

心
臓
病
、
神
経
症
、
精
神
病
、
水
難

の
事
故
な
ど
に
な
り
ま
す
か
ら
、
日

頃
か
ら
こ
の
神
様
の
御
心
に
適
う
水

の
心
を
忘
れ
ず
に
、
先
案
じ
せ
ず
神

に
も
た
れ
て
通
る
態
度
を
養
い
、
何

事
も
見
て
楽
し
み
、
結
構
と
い
う
理

を
味
わ
う
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

元の理を表す円環図


